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言

○
人
生
は
一
本
勝
負
だ

○
今
日
一
日
こ
の
仕
尊
に
汗
を

流
せ

○
や
っ
た
丈
の
事
し
か
出
来
な

い
と
思
え

本
年
度
の
田
内
各
学
撥
卒
業
式
は
、
三

月
五
日
の
田
立
水
巻
高
校
（
第
六
回
）

を
ト
ッ
プ
と
し
て
、
十
八
日
は
両
中
学

校
、
二
十
日
の
各
小
学
校
一
斉
挙
行
で

枯
末
を
告
げ
た
。

高
校
二
十
二
名
、
水
巻
中
学
五
七
〇
名

所
中
学
二
八
七
名
、
下
這
讐
九
七
名

畢
盃
竺
四
二
名
、
机
校
一
〇
八
名
、
、

猪
熊
校
一
二
六
名
で
計
一
、
四
董
二
名

が
そ
れ
♪
＼
の
学
窓
か
ら
「
蛍
の
光
り

」
の
合
唱
に
送
り
出
き
れ
た
。

【
帯
校
】
で
は
、
旧
和
元
年
四
月
入

学
以
来
、
大
部
分
働
き
な
が
ら
の
勉
学

と
い
う
困
苦
に
打
ち
か
っ
た
生
徒
で
、

既
に
就
職
し
て
い
る
者
、
父
上
級
学
校

を
志
望
し
て
い
る
者
等
で
あ
る
が
、
田

中
校
長
の
祝
辞
柳
め
即
長
（
代
理
と
し

て
要
郡
助
役
）
教
育
葺
艮
・
教
育
長

亜
び
に
酎
外
来
智
者
よ
り
の
祝
辞
も
述

べ
ら
れ
、
校
長
は
「
恩
宜
即
ち
親
の
恩

籾
め
そ
の
他
凡
て
の
恩
義
を
知
る
」
人

物
と
な
っ
て
貰
い
匿
い
。
思
憩
穏
健
、

物
事
に
対
し
て
凡
炒
る
角
度
か
ら
よ
く

鞭
糾
す
る
こ
と
。
人
の
尻
属
に
乗
る
革

な
く
慎
葺
に
、
父
片
よ
っ
た
所
帯
に
耽

る
な
、
社
会
は
教
導
通
り
に
は
行
か
な

い
。
色
々
慣
習
的
な
蘭
も
あ
る
革
を
よ

く
弁
え
て
善
処
し
て
く
れ
」

教
育
長
は
「
啓
丁
は
卒
業
と
同
時
に
開

始
、
に
川
っ
た
と
い
う
革
を
お
祝
い
す

る
次
舘
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
平
和
日
本

の
再
建
と
い
う
共
向
の
事
業
の
開
始
と

い
う
革
で
あ
る
。
民
族
・
国
家
を
忘
れ

て
己
一
個
人
の
車
福
は
絶
対
に
無
い
」

と
て
共
蜘
社
会
に
対
す
る
要
諦
を
説
い

て
た
む
け
の
再
葉
と
さ
れ
、
象
都
助
役

は
「
自
分
の
為
、
社
会
の
為
め
、
学
校

の
為
等
総
て
人
間
は
〃
為
に
な
る
人
物

〃
と
な
っ
て
貰
い
た
い
。
酌
卒
業
し
た

学
校
は
小
さ
く
と
も
、
卒
業
生
各
位
は

大
き
な
人
物
に
な
っ
て
慾
し
い
」
と
そ

れ
・
ぐ
永
い
過
天
の
体
験
の
中
か
ら
切

々
と
温
い
激
励
の
言
葉
を
贈
ら
れ
た
。

交
出
梅
生
を
代
表
し
て
水
上
君
の
読
む

送
辞
、
卒
業
生
の
芥
称
は
雲
脚
君
が
代

表
し
て
読
み
総
て
を
終
了
。

卒
業
生
の
進
路
等
は
次
表
の
通
り

卒
業
生
一
覧
表

科
別
　
氏
　
名
　
進
路
　
授
賞

採
鉱
科
大
場
　
敬
敢

闘
　
川
越
政
則
日
炭
社
鼻
祖

第六回卒集証書授与式風景

（水巻高等学校）

晴間固闇同

川
崎

買
應

永
滑

野
中

広
狸

胃
本

本
田

普
娼
科
石
本

同
　
井
上

次
夫
　
日
本
炭
鉱

統
治
　
伺

功
　
大
正
鉱
業
（
予
定
）

捷
弘
　
日
炭
決
定

借
至
日
月
炭
決
定

国
参

文
男
　
日
炭
決
定

三
郎
　
安
川
電
機

間
　
藤
　
饅
　
（
国
鉄
）
八
幡
大
学

間
　
田
内
　
和
夫
　
薬
席

同
　
市
礪
　
穂
　
日
炭
決
定

耐
　
雪
花
束
珂
日
新
セ
メ
ン
ト
Ｋ
Ｋ

固
　
東
野
　
安
雄
　
八
幡
大
学

間
　
湊
　
喜
久
雄
　
製
鉄
所

同
　
宮
崎
　
忠
彦
　
寒
塁
戸
野
組

闇
　
雲
冊
随
八
幡
大
晶
確

ｌｒり　同　い】

鹿

本

タ

カ

子

　

閥

守
田
　
利
俊
　
八
幡
大
学

杉
本
　
忠
孝
　
八
幡
旋
盤

計
二
二
名
（
接
九
、
管
二
二
）

即
内
雨
中
単
校
よ
り
巣
Ⅶ
つ
若
鳥
も
希

望
に
燃
え
て
、
進
学
、
就
職
、
交
自
宅

で
家
業
の
手
助
け
等
の
心
構
え
で
懐
か

し
い
義
務
教
育
の
蛍
療
生
椿
に
帯
を
閉

じ
た
が
、
進
学
等
予
定
数
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

◎
水
巻
中
学
校
（
校
長
久
野
七
告
5

公
Ⅷ
高
校
に
対
し
て
は
、
東
調
両
校
の

六
三
を
ト
ッ
プ
に
、
折
商
の
商
科
四
四

、
同
家
庭
科
の
二
九
、
八
幡
工
高
の
一

五
、
水
高
の
九
、
逮
榛
四
、
を
の
他
二

五私
宜
の
面
で
は
八
幡
商
高
二
九
が
ト
ッ

プ
を
別
の
へ
北
九
女
高
へ
二
一
、
九
州

工
商
の
二
ｑ
折
尾
女
商
の
一
六
、
九

州
経
尋
に
一
二
、
光
華
学
院
一
三
、
八

幡
顎
紫
洋
裁
へ
一
Ｃ
と
男
女
共
に
就
職

を
目
ぎ
す
部
門
に
断
然
志
望
多
く
、
を

の
他
四
七
で
あ
る
が
、
檎
じ
て
抒
術
を

身
に
付
け
る
向
き
が
多
い
、
孟
職
関

係
を
見
る
と
、
商
店
方
面
へ
四
〇
、
補

導
所
に
て
一
応
持
術
を
修
め
て
と
い
っ

た
む
き
が
二
八
（
男
）
、
鉄
工
業
へ
二

二
、
理
容
、
洋
裁
、
女
工
員
と
し
て
二

て
医
聯
関
係
へ
六
、
が
目
宜
ち
、
そ

の
他
二
六
、
家
事
等
へ
落
ち
つ
く
も
の

は
は
〃
狭
き
門
ク
の
例
に
依
り
ヽ
八
〇

と
な
っ
て
お
り
、
総
計
は
「
進
学
」
三

四
七
名
（
男
一
七
〇
、
女
一
七
七
）
「

就
職
」
二
二
三
名
（
男
八
九
、
女
二
二

四
）

◎
水
港
南
中
学
校
嚢
笥
郡
一
夫
氏

）
水
中
同
校
公
Ⅴ
高
校
で
は
東
現
の
三

四
が
第
蒜
、
折
商
二
七
で
第
∵
仰
、

次
い
で
八
幡
工
高
の
一
八
、
遠
農
八
、

現
鉱
五
、
水
高
石
が
Ｈ
を
煮
き
、
そ
の

他
国
と
い
う
こ
と
、
私
亘
関
係
で
は
ク

い
ず
こ
も
同
じ
〃
技
術
方
面
が
多
く
、

九
州
工
荷
の
一
八
を
ト
ッ
プ
と
し
、
八

幡
西
の
二
、
折
女
商
の
一
Ｃ
、
八
幡

現
洋
裁
六
、
青
葉
丘
六
、
飯
塚
珂
韓
校

四
、
そ
の
他
二
四
で
、
計
一
八
七
名
（

男
一
〇
五
、
女
八
；

就
職
者
も
商
店
へ
一
八
が
ト
ッ
プ
を
切

り
、
自
動
車
関
係
一
三
、
工
作
機
械
へ

一
五
、
洋
裁
見
習
司
補
韓
所
志
望
も

小
倉
・
八
幡
合
わ
せ
て
三
、
家
事
手

伝
い
そ
の
他
が
三
二
と
な
っ
て
お
り
、

何
れ
に
し
て
も
持
柿
の
面
へ
の
進
出
が

日
宜
っ
て
お
り
、
合
計
一
〇
Ｃ
名
（
男

六
五
、
女
三
五
）

【
小
学
校
】

各
小
学
校
で
は
二
十
日
田
内
一
斉
に
草

葉
式
を
挙
行
、
チ
ッ
チ
ッ
バ
ッ
ハ
の
入

学
以
来
六
年
間
の
基
礎
教
養
を
終
り
、

第
二
の
轟
務
教
育
の
門
に
進
む
革
に
な

っ
た
が
、
校
門
で
先
生
方
と
別
れ
を
惜

し
み
今
別
れ
た
ば
か
り
の
先
生
の
瑳

を
生
け
垣
の
椛
を
分
け
て
を
っ
と
っ
か

が
っ
て
い
る
凧
屁
は
全
く
貰
い
涙
を
僻

す
る
程
で
消
行
く
大
人
も
苦
を
偲
ぶ
い

い
し
れ
ぬ
も
の
が
あ
ゥ
た
革
と
思
わ
れ

る
。

さ
て
本
年
度
の
卒
業
生
の
人
垣
等
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

下
一
顧
参
長
田
田
久
徽
氏
）

卒
業
生
一
九
七
名
　
男
一
∩
二
名

女
　
九
五
名

南
中
へ
　
男
八
八
名
、
女
七
玉
名

中
間
北
中
へ
男
一
四
名
、
女
一
七
名

水
中
へ
　
女
∴
名
　
東
筑
紫
へ
女
一
名

場
末
校
（
櫻
長
大
村
勒
氏
）

卒
業
生
一
四
二
名
　
男
八
二
名

空
ハ
一
名

水
中
へ
　
男
六
玉
名
、
女
石
Ｃ
名

雨
中
へ
　
男
エ
バ
名
、
女
一
Ｃ
名

他
校
へ
　
畢
∵
名

机
梗
（
秒
博
顧
問
璧
貰
）

卒
畢
生
　
盲
八
名
　
男
六
一
名

か
四
七
名

水
中
へ
　
舅
五
七
名
、
女
四
七
名

仙
崎
へ
　
男
三
名
　
休
学
男
一
名

猪
熊
校
（
枠
昇
汀
藤
小
平
氏
）

卒
業
生
一
一
六
名
　
男
七
五
名

賀
聖
名

水
中
へ
　
男
七
円
名
、
女
川
六
名

南
中
へ
　
　
　
　
　
牢
一
名

他
校
へ
　
男
　
嘉
、
女
川
名

◎
総
計
五
七
川
名
　
男
三
三
箭

賓
五
三
名

水
中
へ
　
男
一
丸
六
名
、
女
高
玉
名

南
中
へ
　
男
一
〇
円
名
、
女
　
八
六
名

中
間
北
由
男
一
四
名
、
女
一
七
名

を
の
イ
！
ｋ
　
男
　
六
名
、
女
　
玉
名

休
　
学
　
男
　
一
名
　
　
　
以
上

×
　
　
×
　
　
　
×

昨
年
度
に
施
行
さ
れ
た
主
な
土
木
工
事
は
ク

間
利
二
十
二
年
度
当
剛
の
準
赤
と
し
て
の
土
木
建
報
工
事
を
牽
示
し
て
皆
様
方
へ
参
考
と
致
し
ま
す
。

記
末

某
半
獣
緊

瞞
圏
普
運
　
算
　
封

萎
薫
十
二
一
日
、
斉
田
ノ
二
分
館
で
は

分
館
精
勤
十
脚
年
記
念
の
式
典
並
び
に

袖
黄
金
が
営
ま
れ
た
。

階
和
∴
十
二
葎
進
撃
の
命
に
依
り
、

間
断
内
金
制
度
が
認
め
ら
れ
な
く
成

り
、
持
田
ノ
二
を
如
何
に
し
て
行
く
か

と
事
っ
革
か
ら
、
生
精
協
同
組
合
と
い

う
名
称
の
も
と
に
、
自
治
制
を
維
持
し

国
　
保
・
－
便
‖
り

日
炭
中
央
病
院
診
療
契
約

水
巻
町
国
民
健
康
保
険
成
　
　
　
る

～
本
年
四
月
一

水
鞘
断
固
尾
健
康
係
険
と
日
炭
中
天
帰

院
及
び
分
院
と
の
診
聯
契
約
の
締
結
が

実
現
し
、
愈
々
来
る
囲
Ｈ
一
日
よ
り
実

日
以
降
実
施
～

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
契
鮒
の

内
容
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

一
、
診
療
は
原
則
的
に
他
の
輝
養
担
当

者
と
の
契
約
と
同
じ
で
あ
る
が
、
病
院

の
時
輿
件
に
よ
り
左
の
条
件
を
附
す
る

二
、
診
輝
は
外
来
、
入
院
其
行
い
ま
す

が
、
往
診
は
原
則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん

三
、
外
来
診
原
は
本
院
の
外
、
各
分
院

診
聯
所
に
於
い
て
も
行
い
ま
す
。
診
粁

時
間
は
研
院
規
定
に
よ
り
ま
す
。

四
、
入
院
は
鉱
業
所
従
業
員
及
び
家
族

を
優
先
し
ま
す
の
で
、
研
床
の
都
合

上
、
入
院
し
得
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

五
、
歯
科
診
蝉
は
行
い
ま
せ
ん
。

水
巻
町
国
民
健
康
保
険
七
氏
に

運
営
協
議
会
委
員
　
委
嘱
発
令

（
附
敬
称
）

伊
藤
　
荷
門
（
酵
養
抑
当
者
代
表
）新

項
嘱

井
上
　
環
雄
（
　
ク
　
）
　
ク

坂
口
　
顕
正
（
　
ク
　
）
　
ク

ー

姦

年

芸

萎

崇

遠

任

－

三
好
芳
太
郎
Ｃ
被
保
険
者
代
表
）
再
委
嘱

糖
択
　
脾
（
被
保
除
者
代
表
）
ク

船
津
マ
キ
ヱ
（
公
益
代
表
）
　
　
ク

中
村
　
正
人
（
公
益
代
表
）
　
　
ク

任
期
が
隔
却
二
十
四
年
三
月
末
日
迄
の

寄
輯

梶
川
　
武
（
被
保
険
者
代
表
）

柴
田
己
代
治
（
　
ク
　
　
）

楠
田
　
恒
夫
（
　
ク
　
　
）

衛
藤
　
再
蔵
（
樺
養
担
当
者
代
表
）

加
納
　
弘
（
　
　
ク
　
　
）

森
田
　
保
男
（
公
益
代
表
）
会
長

占
部
　
硲
ナ
（
　
ク
　
）

野
村
　
項
（
　
ク
　
）
副
会
長

国
保
の
該
当
者
は

す
ぐ
届
出
を

水
誅
田
園
博
健
康
保
険
は
、
昭
和
三
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
群
足
し
た
が
、
町

民
の
中
に
は
、
会
計
や
事
業
所
を
や
め

て
健
康
保
険
が
な
く
な
っ
た
人
や
、
そ

の
家
族
が
満
十
八
才
に
な
っ
て
被
扶
養

者
で
な
く
な
り
、
保
愉
訃
か
ら
名
前
を

削
ら
れ
た
人
、
或
い
は
健
康
保
険
を
実

施
し
て
い
な
い
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
人
な
ど
は
、
そ
の
世
帯
主
が
届
出
て

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
の

資
格
厳
相
の
備
州
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
れ
を
坤
ｈ
ず
に
資
格
既
得

の
帰
川
を
し
て
い
な
い
人
、
又
は
日

生
、
転
入
、
死
亡
、
転
川
な
ど
の
異
動

で
降
格
の
厳
得
、
粟
集
、
変
更
の
届
出

が
お
わ
っ
て
い
な
い
人
が
か
な
り
あ

る
。
そ
の
人
遠
の
世
帯
主
は
、
米
の
通

帳
と
印
鑑
を
も
っ
て
水
草
耶
国
民
健
康

保
険
係
へ
属
田
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

国
民
健
康
保
険
の
該
当
者
と
は

一
、
健
康
保
険
、
船
培
保
険
、
日
雇
労

務
者
健
康
保
険
等
の
被
保
険
者
と
そ
の

扶
養
家
族
で
な
い
者

二
、
特
別
国
民
健
康
保
健
組
合
の
被
保

険
者
で
な
い
者

三
、
法
律
の
規
定
に
基
い
て
阻
織
す
る

共
済
組
合
員
及
び
そ
の
被
扶
養
者
で
な

い
者

四
、
生
滞
扶
助
を
う
け
て
い
な
い
者

玉
、
日
本
の
閏
郡
を
肯
す
る
者

国
民
健
康
保
険

受
診
証
の
引
換
を

お
急
ぎ
下
さ
い

旧
受
診
証
は
昭
和
三
十
三
年
四

月
1
－
日
以
陣
は
無
効
！

受
診
郡
の
引
換
は
、
附
内
界
酌
域
に
出

張
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
拘
れ

た
お
刀
は
、
役
場
国
保
事
務
室
迄
、
引

換
に
お
出
で
下
さ
い
。
引
換
の
際
に
は

受
診
肛
（
受
診
群
の
な
い
方
些
千
円

）
と
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
御
持
参
下
さ

い
。

赤
ち
ゃ
ん
　
コ
　
ン
　
ク
ー
　
ル

方
へ
挙
ら
れ
ま
し
た
。

入
汀
　
隣
車
君
　
大
字
下
二
人
汀
膏
美

氏
東
男

酒
井
　
克
己
君
　
片
山
宗
田
ノ
一
驚

根
さ
ん
二
男

石
竹
美
津
子
ち
ゃ
ん
　
梅
ノ
木
区
石
守

桐
三
氏

こ
の
赤
ん
坊
コ
ン
ク
ー
ル
対
象
は
清
一

カ
年
（
三
月
現
在
）
の
赤
ち
ゃ
ん
の
み

で
、
田
内
三
十
名
で
あ
り
ま
し
た
が
、

我
こ
を
は
と
出
場
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は

十
九
名
で
あ
り
ま
す
。

【
写
真
】

麒
川
場
決
定
の
上
‥
入
江
降
着

右
‥
石
守
美
津
イ
ち
ゃ
ん
尤
‥

酒
井
克
己
ち
ゃ
ん

よ
う
と
云
う
串
で
、
分
館
の
飢
皇
ｎ
田

∠
壷
構
協
同
阻
合
が
生
れ
、
現
在
分

館
と
い
う
革
に
な
り
ま
し
た
が
、
此
の

十
年
間
に
、
戦
時
中
よ
り
礫
塀
を
そ
害

さ
れ
て
居
た
几
ゆ
る
面
を
歴
代
分
館
役

目
の
協
力
、
民
法
帝
運
営
の
も
と
に
発

展
整
び
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
特
に

こ
の
地
区
の
悩
み
と
さ
れ
て
い
た
不
良

道
路
も
漸
次
鉱
的
改
良
さ
れ
、
御
輸
地

橋
の
架
橋
も
実
現
し
、
各
蘭
の
完
成
も

一
応
め
ど
が
つ
い
た
の
で
、
た
ま
た
ま

分
館
運
営
十
周
年
に
も
当
る
の
で
、
椚

来
れ
ば
先
頃
の
樫
橋
式
と
共
に
こ
の
行

革
も
挙
行
す
る
と
い
う
案
も
出
た
が
気

候
の
点
で
み
送
っ
て
あ
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
こ
の
分
餌
の
十
年
を
ふ
り
返
る
と

文
化
部
門
の
所
動
も
一
応
地
に
つ
き
、

珠
算
、
害
、
園
の
講
習
も
即
部
第
一
位

と
い
う
。
そ
の
他
青
少
年
育
成
関
係
も

婦
人
部
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
年
団
の
滑
稽
よ

ろ
し
く
着
々
進
展
し
て
い
る
。
体
育
の

蘭
で
も
各
大
組
合
単
位
の
笥
損
大
会
が

年
二
回
行
わ
れ
、
分
館
あ
げ
て
の
す
化

祭
も
営
ま
れ
、
当
日
は
、
外
は
運
動
競

技
、
館
内
は
昏
卸
の
匡
祈
、
済
芸
と
い

ゥ
た
革
で
終
日
一
丸
と
な
っ
て
楽
し

み
、
夜
は
回
顧
反
省
の
会
も
持
た
れ
て

い
る
。

尚
又
当
分
館
で
は
、
分
館
長
、
刑
分
館

長
は
公
選
制
を
探
っ
て
あ
る
と
い
う
。

当
欄
貿
祭
に
あ
た
り
ｌ
い
ろ
！
～
の
記
念

事
業
が
思
い
Ⅴ
た
れ

・
引
幕
新
調
　
昭
和
三
十
二
年
度
役
員

一
届
（
従
来
下
二
枚
よ
り
借
用
）

・
バ
ッ
ク
清
　
婦
人
部
一
同

・
キ
リ
帯
　
別
田
と
き
子
さ
ん

・
袖
幕
一
祓
日
石
群
雄
氏
谷
館
長
）

以
上
の
宵
附
に
よ
り
分
館
内
の
整
備
が

出
来
、
元
年
新
宅
さ
れ
た
分
館
舞
台

や
南
の
色
彩
を
加
え
る
こ
と
に
な

り
、
全
区
民
よ
り
買
ば
れ
、
式
典
酎
子

供
対
象
の
押
入
残
寸
劇
、
触
肺
が
あ

り
、
式
典
後
午
後
に
入
り

演
芸
－
幼
稚
園
児
、
育
年
団
、
婦
人
部

亜
び
に
各
憐
阻
有
誌
の
飛
八
の
（
三
時

半
ま
で
）

浪
曲
－
（
筑
波
四
郎
）
一
行
の
熱
演
が

玉
階
半
頃
ま
で
㍉
輸
さ
れ
、
す
べ
て
新

前
す
く
め
の
印
象
も
強
く
記
念
祝
賀
会

の
す
べ
て
を
終
っ
た
。
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町
民
会
館
に
て
　
三
月
九
日

附
社
会
教
育
書
会
で
は
涼
春
以
来

新
鐘
精
選
劫
の
一
環
と
し
て
生
柄
刷
新

を
め
ざ
し
、
特
に
近
来
視
聴
鴬
教
育
に

よ
る
啓
も
う
が
伝
え
ら
れ
る
折
柄
た
ま

た
ま
当
水
巻
附
が
、
県
の
指
定
町
村
と

な
り
、
昨
年
関
目
以
来
、
家
庭
朕
写
会

（
隣
組
単
位
）
の
実
施
も
進
め
ら
れ
、

映
ｌ
閲
に
よ
る
、
家
庭
鐘
精
の
あ
り
方
、

政
治
に
関
心
を
持
つ
住
民
と
な
る
こ

と
、
凡
て
許
し
合
い
で
物
事
を
解
決
し

て
行
こ
う
と
い
う
民
主
主
疎
の
姿
を

罠
交
接
清
刷
新
で
は
粁
姉
の
簡
紫
化

を
ね
ら
う
公
民
館
結
納
、
お
葬
儀
の
聞

累
化
も
啓
蒙
さ
れ
た
が
、
先
ず
璃
彗

軌
道
に
乗
っ
た
成
果
と
し
て
妹
公
民
館

肺
始
が
本
年
正
月
か
ら
集
光
に
移
り
、

交
各
町
区
内
に
映
写
技
術
者
の
養
成
も

出
来
て
、
蛭
間
を
見
て
後
に
聾
金
と

繋
会
を
持
ち
個
分
館
へ
の
釘
と
し

て
指
貫
蒜
、
二
、
高
尾
、
ノ
常
田
二
、

斉
田
残
席
松
区
の
各
分
鬱
宴
を

し
て
い
る
と
い
う
発
表
（
青
田
某
氏
、

川
本
信
夫
氏
、
酉
武
力
王
尺
、
船
津
順

道
民
等
に
よ
る
）

さ
れ
た
。

定
刻
に
は
郡
内
即
村
よ
り
集
わ
れ
た
関

係
者
や
、
輿
教
育
庁
等
よ
り
の
来
替
者

等
窯
書
名
余
に
上
り
、
教
育
庁
竣
輩

出
張
所
社
教
祖
聯
億
教
育
係
筒
井
先
生

の
表
彰
も
あ
っ
た
。
申
食
前
に
こ
れ
も

視
聴
蝋
教
育
の
一
端
と
し
て
の
紙
芝
居

（
自
演
関
係
幼
稚
閲
職
員
に
よ
る
）

附
帯
協
あ
ゆ
み
座
に
よ
り
新
作
発
表
（

餞
等
が
う
た
を
眠
う
と
き
）
が
あ
り
、

午
後
遠
よ
り
研
究
会
昂
に
よ
る
、
視

聴
党
教
育
の
実
際
の
回
弼
収
得
が
あ
り

最
後
に
輿
翼
粧
佐
官
に
依
る
撒
評
が

あ
り
薄
を
と
じ
た
。

在
）
こ
の
程
千
々
和
英
一
尺
よ
り
懐

盲
に
寓
む
宵
稿
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
参
考
ま
で
に
掲
載
し
ま
す
。

人
間
は
年
を
加
え
る
と
い
ろ
〈
苦
の

革
を
思
い
出
し
て
一
人
悲
帯
姦
り
返

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
は
人
口
三
万

五
千
と
称
さ
れ
る
当
鋸
を
ふ
り
返
る
事

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
昨
年
秋
、
元
礪
爛

県
産
業
組
合
廻
藁
で
あ
っ
た
宮
城
孝
治

氏
（
当
地
Ｋ
よ
り
参
観
立
候
補
）
が
南

米
伯
国
に
刑
へ
い
さ
れ
、
帰
途
欧
米
を

も
視
質
し
て
帰
闊
さ
れ
た
そ
の
見
聞
か

ら
、
肋
胞
組
織
に
対
す
る
意
見
な
り
を

聞
く
会
を
借
用
金
屑
関
係
者
で
鞄
け
ま

し
た
。

そ
の
席
上
で
、
苦
の
（
二
十
六
・
七
年

射
撃
水
草
即
の
計
が
出
ま
し
た
。
馳

氏
か
ら
水
巻
敬
神
組
合
と
駁
末
組
合
と

が
合
併
し
て
渡
来
組
合
と
す
る
思
い
出

話
と
な
り
、
当
膵
其
の
節
に
当
ら
れ
た

鼎
属
の
小
野
楷
氏
が
、
鼎
を
川
ら
れ
履

林
省
へ
勤
め
ら
れ
、
現
在
退
官
し
て
東

京
都
習
志
野
に
健
在
で
あ
る
と
聞
き
ま

し
・
霊
を
丸
か
ら
一
週
間
も
経
た
ぬ
中

に
小
野
氏
よ
り
長
い
手
紙
が
采
ま
し
た

（
筆
者
へ
）
実
に
懐
旧
と
感
激
に
み
ち

た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
「
水
巻
村
の

村
艮
さ
ん
の
平
均
任
期
が
一
年
そ
こ

′
＼
、
政
争
の
強
い
、
泥
訳
合
が
渦
巻

水巻町昔語り
町郷土史研究会々長

千　々　和英一氏寄稿

い
て
い
た

」
等
火
柱

膵
の
水
巻

の
醜
態
が

瞥
い
て
あ

り
ま
し

た
。

そ
の
中
で

前
記
組
合

の
合
併
即

ち
「
産
業

組
合
の
創

Ｗ
．
は
爾
大

で
、
そ
れ

れ
ば
、
役

場
移
転
（

宜
島
教
よ
り
）
も
、
産
業
通
路
広
末

⊥
顧
）
も
、
学
校
統
一
（
こ
の
頃
村

内
の
学
校
を
一
つ
に
ま
と
め
よ
う
と
い

う
案
が
協
徴
さ
れ
て
い
た
）
も
出
来
て

新
し
い
水
巻
村
が
生
れ
る
が
非
常
に
凶

難
で
、
従
来
の
経
輝
か
仁
者
て
必
ず
傷

つ
く
人
物
が
生
れ
る
と
心
配
し
て
、
私

ヽ

．

1

．

．

Ｊ

′

学
校
で

善
行
賞
と
努
力
賞

い
と
思
い
一
切
の
韓
任
を
身
一
つ
に
す

・
る
決
意
を
囲
め
、
両
組
合
の
捜
因
に
難

を
及
ぼ
さ
な
い
機
に
、
交
県
庁
課
内
の

邪
魔
を
排
除
す
る
為
簡
単
な
復
命
で
勘

弁
し
て
貰
っ
た
」
と
当
時
の
悲
壮
な
飽

倍
を
述
べ
て
「
今
で
も
血
の
湧
く
思
い

が
す
る
」
と
轡
い
て
あ
り
ま
し
た
。

「
協
簡
会
合
を
雲
ね
る
革
敬
を
知
ら

す
、
伺
さ
ん
方
の
苦
心
努
力
は
遂
に
合

併
の
成
果
を
得
ら
れ
ま
し
た
」
と
て
其

の
帯
び
を
語
り
、
そ
し
て
役
場
は
頓
未

に
新
築
移
娠
（
胎
粕
∵
十
年
焼
失
）
な

り
、
再
考
露
は
開
通
（
牌
熊
橋
も
）

学
校
聞
魁
も
解
決
ハ
も
た
も
た
の
中
に

解
決
を
見
蔵
し
て
当
時
の
商
船
横
鉱
主

三
好
氏
が
廣
末
に
捕
穀
附
利
七
年
）
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
鷹
巣
禽
庫
（
現
存
の
も

の
）
も
建
興
さ
れ
た
」

文
附
内
膜
椎
葉
も
め
ざ
ま
し
い
新
顔
を

と
げ
▲
猶
飛
区
内
の
喝
化
（
庵
減
、
糟

敬
等
）
並
び
に
西
瓜
作
り
▲
苫
田
柵
Ｕ

部
落
の
上
水
道
布
鍛
（
簡
易
）
並
び
に

便
所
改
良
▲
下
二
、
二
の
酉
甫
作
り
（

こ
の
間
地
区
の
出
荷
で
八
幡
苗
場
の
硬

動
を
来
す
紐
だ
っ
た
）
▲
伊
佐
踵
・
≠

島
敷
蝮
戸
主
会
と
主
婦
会
の
合
蜘
爵
瀬

で
総
て
を
運
営
す
る
横
に
な
っ
た
。

叉
市
費
・
机
・
頃
求
を
先
発
と
し
て
各

区
に
公
会
堂
か
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

った。
と
吾
が
革
の
横
に
革
ん
で
暫
い
て
あ
り

ま
し
た
。
（
以
上
膜
田
地
次
郎
村
長
時

代
）
そ
れ
か
ら
水
巻
は
揮
折
柄
足
村
と

な
り
、
全
村
学
枠
指
定
村
と
な
っ
て
県

下
で
も
珍
ら
し
い
析
欒
蔚
と
な
り
、

）
Ｔ
．
」
…
「
ノ
Ｊ

、
…

っ
て
桐
射
し
た
革
も
あ
り
ま
す
。

兎
に
角
其
の
塙
か
ら
水
巻
も
お
ん
け
ん

な
気
風
が
充
ち
て
来
た
機
な
次
第
で
あ

り
ま
す
。
上
に
宜
つ
滑
稽
的
な
人
も
人

物
本
意
に
改
ま
り
、
村
会
は
意
見
は
尽

し
て
も
結
局
創
造
的
に
協
力
し
合
い
、

新
開
新
し
い
村
す
く
り
に
甚
過
さ
れ
て

来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
小
野
氏
は
蒸
参
忙
帰
郷
（
鹿
児

島
）
さ
れ
る
と
も
昏
い
て
あ
り
、
是
非

現
在
の
経
机
水
巻
へ
宜
寄
っ
て
み
た
い

」
と
も
し
た
た
め
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
節
は
二
十
六
年
間
の
開
き
を
よ
く

語
り
合
い
度
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
尚
こ
の
頃
（
胸
潮
七
年
）
中
間
田
と

の
合
併
問
題
（
大
字
二
を
主
体
と
し

て
、
中
間
町
会
で
審
議
の
姐
上
に
上
り

つ
ゝ
あ
る
う
ち
に
、
下
二
・
伊
佐
座
・

Ｗ
屋
敷
も
加
わ
る
と
い
う
穣
な
風
潮
に

ま
で
進
ん
だ
が
、
結
局
中
間
鋸
会
で
否

決
し
た
）
も
あ
っ
た
。

【
写
頁
は
郷
土
史
1
日
「
究
会
長
】

巡
回
映
画

公
尾
鮒
巡
回
映
糊
口
定
案
内

二
日
－
薄
田
ノ
．
二

一
百
－
甑
莱

三
日
－
机

四
日
ｌ
ｎ
磯
凱
落

五
日
－
新
生
街

六
日
－
樋
日
田

七
日
1
猪
舶

フ
イ
ル
ム
題
名

叫
ニ
ュ
ー
ス
柑
鞄
漸
－
お
も
ち
ゃ
の
関

は
大
き
わ
ざ
　
夜
あ
け
朝
あ
け
（
劇

▼
　
卒
業
生

小
中
学
校
で
従
来
恒
例
と
さ
れ
て
い
た

学
袈
そ
の
他
の
賞
状
等
の
授
与
は
廃

止
宰
れ
る
革
に
決
っ
た
が
、
机
小
学
校

（
撥
尾
東
田
贋
造
民
）
で
は
六
年
二
組

（
ｆ
Ｈ
任
教
諭
佃
軒
光
氏
）
汀
目
撃
会

（
－
2
才
晋
貿
区
）
に
薄
行
貨
、
中
島
利

男
習
（
は
才
市
蘭
区
）
に
軍
力
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

単
行
に
輝
く
江
口
署
は
、
生
後
間
も
な

く
外
部
的
小
児
マ
ヒ
症
で
不
目
印
な
身

と
な
っ
た
学
友
中
島
零
の
幼
離
間
仲
代

か
ら
良
い
友
と
な
り
、
別
枠
入
学
以
来

登
・
下
校
と
も
に
助
け
つ
更
け
て
来
た

胡
練
に
よ
る
も
の
で
、
昨
年
少
年
祭
り

の
際
即
教
育
賓
日
金
よ
り
の
表
彰
も
あ

っ
た
が
、
芽
出
産
い
卒
業
に
あ
た
り
膳

江
　
口
、
中
島
君

れ
の
掩
賞
と
な
ゥ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
努
力
巣
の
中
島
君
に
つ
い
て

は
、
担
任
教
諭
並
び
に
櫻
艮
先
生
の
酷

に
よ
れ
ば
、
前
記
の
通
り
不
日
均
で
托

座
し
て
食
事
な
ど
出
来
な
い
状
態
、
字

を
書
く
に
も
手
も
と
が
振
い
、
訊
宵
も

言
語
障
害
が
あ
り
、
全
く
気
の
毒
な
身

体
で
あ
る
が
、
良
き
友
、
汀
日
常
に
め

ん
ど
う
を
見
ら
れ
乍
ら
、
交
闘
級
生
た

ち
の
あ
わ
れ
み
で
、
体
育
以
外
は
尊
通

の
生
徒
と
一
棟
に
畳
翠
も
し
、
心
身
の

稔
り
と
共
に
脳
神
経
作
用
も
好
転
し
、

近
来
子
供
用
自
転
車
に
も
少
し
は
の
れ

る
と
い
う
。
努
力
の
連
続
六
年
間
の
登

校
が
本
人
に
プ
ラ
ス
し
て
九
大
医
学
郡

長
（
遠
地
等
医
博
）
の
説
明
に
依
る
と

春
季
防
犯
に
つ
い
て

家
庭
の
皆
さ
ん
私
達
の
住
ん
で
い
る

街
や
村
を
朋
る
く
住
み
よ
い
も
の
に

す
る
た
め
、
贅
祭
と
防
犯
協
会
で
は

三
月
二
十
五
日
よ
り
四
月
十
五
日
ま

で
、
帝
の
防
犯
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
皆

さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
空
輿
狙
に
性
悪
し
ま
し
ょ
う
。

花
見
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
は
必

ず
留
守
居
を
置
き
、
己
む
を
得
ず

躾
を
博
守
に
さ
れ
る
と
き
は
、
芦

肺
を
厳
粟
に
し
て
隣
近
所
に
し
っ

か
り
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
夜
の
泥
棒
（
忍
込
み
）
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

戸
締
り
を
厳
束
に
し
て
寝
る
前
に

も
う
一
度
堆
め
、
両
隣
抄
と
の
運

粕
は
…
緊
密
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・
帯
刀
は
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

願
　
い

折
　
尾
　
署

花
見
の
場
所
や
盛
り
場
の
暴
力

は
、
些
細
な
こ
と
で
も
見
て
見
ぬ

ふ
り
や
粁
寝
入
り
せ
ず
、
す
そ
鶴

渠
【
二
〇
番
、
父
は

六
プｔ

ＱＱＱ

番
よに
う属
もけ
ま
し

・
親
達
は
勿
論
、
何
人
で
も
群
休
み

中
の
学
生
、
生
徒
の
あ
や
ま
ち
を

見
池
す
こ
と
の
な
い
よ
う
気
を
つ

け
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
雑
臍
膵
の
外
出
は
、
す
り
犯
に
狙

わ
れ
な
い
よ
う
、
身
廻
り
品
に
気

を
つ
け
、
交
通
事
故
に
か
か
ら
ぬ

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
亮
背
は
性
道
徳
に
反
し
、
社
会
の

秩
序
を
乱
し
ま
す
。
壱
春
の
な
い

朋
る
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

標
語

※
か
ぎ
だ
け
に
ま
か
せ
た
行

楽
ね
ら
わ
れ
る

二
日
－
継
目
区

三
日
土
口
田
区

四
日
土
口
田
ノ
一

五
日
1
片
山
区

六
日
－
常
搬
区

フ
イ
ル
ム
贋
各

ニ
ュ
ー
ス
、
鞄
圃
（
癖
と
り
）

銀
座
の
椎
の
実
（
劇
）
虻
の
裾
生
（

記
録
映
漸
）に

入
っ
て
い
な
い

に
終
了
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
叉

今
回
の
巡
回
映
画
は
去
る
十
三
日
登
足

し
た
郡
内
帯
少
年
榔
埠
育
成
雄
略
協
諌

会
で
決
補
さ
れ
、
農
村
と
醗
煉
街
を
別

に
考
え
て
そ
れ
人
1
適
切
な
フ
イ
ル
ム

を
選
び
巡
回
映
写
し
、
春
休
み
に
入
り

串
通
実
施
し
て
い
ま
す
し
、
贅
祭
で
は

街
淵
補
埠
に
努
め
て
い
る
駅
で
、
主
体

は
青
少
任
育
成
に
雲
点
が
置
か
れ
て
あ

り
ま
㌻
。

「
遅
動
を
怠
ら
な
か
っ
た
為
、
勿
翰
粟

券
の
蘭
も
考
り
ょ
が
払
わ
れ
た
革
を
沈

め
る
が
、
だ
ん
く
好
転
し
て
い
る
。

こ
の
分
で
行
け
ば
四
、
五
年
締
て
ば
見

適
え
る
仲
良
く
な
る
と
思
う
」
と
の
こ

と
で
、
一
応
中
学
校
通
学
は
見
送
る
革

に
し
て
、
休
学
中
の
柄
示
日
課
表
を
与

え
て
い
る
と
て
次
の
表
を
出
さ
れ
ま
し

た
。

ク
が
ん
ば
れ
／
中
島
君
ク

年
前
九
時
ま
で
に
　
起
床
、
洗

面
、
朝
食

ク
　
十
時
ま
で
　
　
休
　
寒

ク
　
十
時
半
ま
で
　
教
科
（
理

、
杜
、
因
）

ク
　
十
一
時
平
ま
で
　
中
食
、

ラ
ジ
オ
、
雑
誌
　
一

生
後
一
時
ま
で
　
　
昼
　
ね

ク
　
二
時
ま
で

ク
　
二
時
ま
で

歩

ク
　
五
時
ま
で

自
由
な
読
書

外
出
、
退
散

昭
和
三
十
三
年
度
　
し

農
業
振
興
指
導
に
つ
い
て

風
呂
、
夕
食

ラ
ジ
オ
、
難
訟

ク
　
九
時
半
　
　
就
寝

附
、
仰
先
生
は
「
こ
の
中
島
君
の
授
常

に
つ
い
て
は
、
入
学
以
来
各
担
任
の
先

生
方
の
良
い
指
導
に
よ
る
加
級
生
の
酎

惜
か
ら
で
、
決
し
て
私
一
人
で
ど
う
し

た
と
云
う
串
で
は
な
く
、
学
校
金
体
の

協
力
の
賜
で
あ
り
、
不
自
由
な
が
ら
も

中
島
常
と
い
う
卒
業
生
が
出
来
た
と
い

う
こ
と
で
す
」

終
り
に
交
「

こ
の
焔
贅
の

件
も
蜘
級
生

仝
均
に
は
か

り
、
い
わ
ゆ

る
総
意
に
よ

る
も
の
で
あ

り
ま
す
」
と

つ
け
く
わ
え

ら
れ
ま
し

た
。

【
写
真
は
両

君
の
盾
靖
風

汝
、
左
中
島

君
】
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・

1
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ｒ
Ｊ
ヽ
′
▼
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火
災
予
防
に
つ
い
て
・

消
防
団
長

本
年
は
娼
和
二
十
三
年
三
月
七
日
消
防

旅
行
珠
が
実
施
さ
れ
、
市
一
田
村
自
胎
体

に
消
防
の
全
車
任
が
帰
し
、
苗
剛
村
長

が
幣
聾
す
る
革
に
な
。
て
十
年
目
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
配
念
日
前
後
に
瞭
全

国
的
に
露
草
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ

当
慰
芸
る
九
日
、
水
中
櫛
庭
に
て
午

車
盈
聖
箭
予
科
整
＝
、
∵
高
よ
り
ポ

金

　

子

　

　

　

猛

ン
プ
撫
洗
訓
緋
を
実
施
し
、
勿
給
火
災

予
防
運
動
と
共
に
一
姫
的
に
も
防
火
思

愚
の
暫
及
向
上
を
計
っ
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。
特
に
学
科
教
育
で

は
鼎
よ
り
力
丸
課
長
補
佐
を
摺
き
消
防

団
の
任
務
の
限
界
、
事
故
発
生
時
に
於

け
る
叛
害
補
償
率
に
つ
い
て
の
説
明
を

間
き
、
金
団
垣
に
対
す
る
再
教
育
に
努

本
田
の
駿
業
板
場
の
根
源
は
十
地
を
肥

育
し
一
日
も
早
く
鉱
稗
復
旧
田
を
美
田

化
な
し
、
併
せ
て
兼
業
巌
家
の
牒
串
普

及
亜
び
に
代
位
生
産
農
家
に
対
し
増
弾

指
輝
が
飯
も
必
要
と
愕
感
致
し
ま
す
。

遠
等
の
根
本
的
な
解
決
方
状
は
御
妖

矧
の
如
く
言
と
結
び
つ
い
た
廉
業
、

言
い
換
え
れ
ば
家
畜
を
主
体
と
し
た
農

業
続
皆
に
切
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

既
に
新
聞
・
ラ
ジ
オ
に
て
脚
知
の
章
と

存
じ
ま
す
が
、
聞
及
び
県
に
於
て
も
日

本
の
農
業
経
常
は
躾
番
飼
育
義
農
業

経
営
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
勧

告
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

を
こ
で
本
田
と
致
し
ま
し
て
は
昭
利
二

十
三
年
度
に
於
き
ま
し
て
、
是
非
農
家

の
皆
さ
ん
方
は
共
々
に
手
を
碩
り
合
っ

て
進
み
、
楽
し
い
朋
る
い
住
よ
い
股
紺

を
環
き
上
げ
て
頂
き
度
い
と
思
い
ま

す
。

め
ま
し
た
。
斯
く
消
防
団

と
し
て
は
常
に
即
民
に
対

し
て
火
災
予
防
の
徹
底
に

つ
と
め
る
べ
き
で
あ
る
が

火
災
原
因
を
主
体
に
し
て

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
革
は

町
内
各
種
団
体
、
特
に
庚

砿
主
婦
会
や
即
婦
人
会
の

方
角
が
、
一
歩
臍
み
切
っ

た
火
災
予
防
の
心
牌
が
必

須
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
の
事
を
本
年
中

に
徹
底
さ
せ
て
、
是
非
無

火
災
水
巻
と
し
度
い
革
を

念
願
し
、
仝
田
内
の
協
力

を
琵
義
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

【
写
真
は
水
中
に
於
け
る

川
有
畜
農
業
の
普
及
並

び
に
無
家
畜
農
家
の

解
消

本
酎
は
都
下
で
も
ま
れ
な
鉱
害
田
の
多

い
所
で
あ
り
ま
す
ｌ
、
日
下
軍
票
芝

が
復
旧
に
遇
進
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、

此
の
鉱
害
田
を
一
Ｃ
〇
％
の
美
稔
増
産

田
に
す
る
に
は
何
を
先
に
磨
い
て
も
堆

肥
の
増
井
施
用
で
あ
り
ま
す
。

故
人
の
折
に
「
堆
肥
を
持
た
ざ
る
健
家

は
鹿
業
を
輸
す
る
資
格
が
無
い
」
と
ま

で
い
わ
れ
て
居
り
ま
す
硬
に
、
堆
肥
増

産
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。

堆
肥
増
産
を
計
る
に
は
家
畜
の
飼
育
普

及
を
な
し
、
併
せ
て
熊
家
畜
農
家
の
解

消
に
遇
逸
し
て
貰
い
度
い
と
考
え
て
居

り
ま
す
。

現
在
本
町
に
於
て
は
和
牛
・
養
鶏
・
桐

羊
・
乳
牛
等
も
飼
育
致
し
て
居
り
ま
す

し
、
数
年
前
よ
り
豚
の
飼
育
船
塚
に
力

を
注
い
で
来
ま
し
た
が
、
今
腹
飼
育

の
普
及
奨
励
実
践
の
一
環
と
し
て
町
に

於
て
登
録
憾
努
豚
を
導
入
し
、
有
畜
農

業
普
及
に
熱
意
を
も
っ
て
い
る
人
に
対

し
無
峯
村
を
な
し
堆
肥
の
増
産
を
第

一
主
錦
と
し
、
次
に
豚
の
繁
殖
を
計
り

度
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

開
掛
畜
貸
付
喫
網
は
「
各
農
業
生
産
組

合
長
さ
ん
に
御
尋
ね
下
さ
い
」

以
上
述
べ
ま
し
て
本
年
度
は
陣
に
家
畜

と
結
び
つ
い
た
農
業
経
常
及
び
増
産
指

導
に
重
点
を
置
き
、
之
が
完
成
に
努
力

哀
し
、
自
家
飼
料
に
よ
る
有
畜
農
業
経

致
し
埋
い
素
え
て
頼
り
ま
す
。

飼
料
作
物
の
栽
培
と

裏
作
作
付
の
研
究
改

善
先
程
の
べ
ま
し
た
機
に
い
く
ら
家
商
を

時
人
致
し
ま
し
て
も
、
農
賽
Ｒ
体
に
於

て
飼
料
対
策
計
画
が
な
く
牌
人
飼

料
に
肺
芹
し
た
の
で
は
、
摩
家
肺
常
が

成
り
Ⅴ
っ
て
行
け
な
い
と
考
え
、
裏
作

に
は
飼
料
用
の
作
物
（
エ
ン
バ
ク
・
飼

料
用
の
属
鈴
者
・
帯
刈
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

・
再
刈
大
豆
・
紫
零
英
）
等
の
栄
養
価

の
商
い
飼
料
作
物
を
作
る
事
で
あ
り
ま

す
。

現
在
佃
的
村
に
参
り
ま
し
て
も
農
家
の

方
々
は
愛
娘
引
あ
わ
な
い
と
苧
っ
言
葉

を
聞
き
ま
す
が
、
本
当
に
採
算
が
と
れ

な
い
の
で
、
私
達
は
本
年
度
よ
り
裏
作

作
付
に
対
し
て
は
今
少
し
研
究
し
て
、

家
帯
飼
育
者
は
必
ず
飼
料
作
物
を
作
目

常
に
遮
逸
さ
れ
度
い
と
考
え
て
居
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

再
度
堰
べ
ま
す
が
、
家
持
を
飼
育
す
れ

ば
自
家
飼
料
の
増
産
も
計
画
樹
宜
さ
れ

る
梗
望
み
ま
す
。

共
同
防
除
の
実
践

強
化

本
附
の
礫
家
の
各
位
は
薬
園
防
除
均
一

化
瞑
虫
の
み
を
対
照
と
し
て
居
ら
れ
ま

し
た
が
、
本
年
よ
り
稲
熱
柄
、
紋
相

同
、
萎
縮
病
の
防
除
箸
二
化
瞑
虫
防

除
と
別
等
し
て
堵
施
致
し
度
い
と
考
え

ま
す
。

昨
年
守
田
地
区
に
於
て
は
稲
熱
柄
が
相

当
発
生
致
し
ま
し
た
が
、
腹
家
の
各
位

は
稲
熱
情
に
対
す
る
被
害
噂
に
無
か
ん

心
で
あ
り
、
相
当
ひ
ど
く
な
っ
て
防
除

方
を
申
川
ら
れ
る
組
合
時
が
相
当
見
受

け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

稲
熱
桝
が
い
か
に
熟
ろ
し
い
病
気
で
あ

り
、
稲
に
対
す
る
減
収
で
あ
っ
た
か
は

充
分
見
聞
き
れ
た
と
思
わ
れ
、
叉
紋
相

析
及
び
毒
刑
等
が
、
恐
ろ
し
い
被
害

で
あ
っ
た
か
も
、
充
分
に
萩
卸
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
本
年
度
よ
り
二
化
蝶
良

防
除
と
併
せ
て
稲
熱
病
・
紋
杵
柄
、
香

肺
病
「
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
の
ば
い
か

い
」
防
除
を
英
田
に
て
箕
施
に
力
を
性

ぎ
度
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

以
上
に
て
紙
面
の
都
合
に
よ
り
一
応
蹄

を
お
き
次
号
に
ゆ
す
る
。

経
済
課
指
導
瞬
戯
江
生


